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なところまで:舌を開いてく

れて なおかつ押さえるとこ

ろはきちんと押さえる とい

うきっばりとしたところがい

oJと 丼坂氏の人柄に好

感を持つようになり 新国

舎の設計を委ねることに

決めます.

設計に当たって佐藤理

また駐車場が狭かったこ

となどの理由から 広くて

環境の良い場所への引

越しを決めました.

「崚して建て彗えること

も考えましたが 土地が狭

かったことと建築中の仮

口舎のことを考えると 思

い切って良い条件の土地を探して新しい口舎を

建てる方が良いのではないかと思いました」とお

話してくれたのは 理事長の佐藤れい子氏です.

そして新口舎の設計は株式会社ヤマト建築設

計事務所の丼坂陽子民に依頼します.丼坂氏は

はヤマト〔t●:'il●1:所
丼坂陽子氏

たんぼ{“呆青国の新

囲合建設言+画がある

ことを知りそItまで自

身が設計におわって

きた保青国の資料を

携え 佐藤理事長に

面会を求め訪れてき

た女性の建築家です

「改簗の時も女性

の建築家でしたし細

やかな目線で仕事を

していただけましたの

で できれば今度も女

性の方にお願いした

いと考えていましたJ

という佐藤理事長は

丼坂氏と話し合いを

重ねるにつけ 「細か

0長 は 「口児の全面発達を保障したし」との方

針を活かすよう希望するとともに OMソ ーラーシス

テムを導入したい旨も伝えます.「新聞鰤 ツーラー

を導入した体青館の記事を読んで関心を持ったこと

それと自宅にOMを ■入した口長イ中間から身体に

負担が掛からなくていいと薦められたからJと OM

導入を希望した理由を説明する●藤理事長.

丼坂氏はそれまでOMの 設計を手かけたことはあ

りませんでしたが 「以前から興味を持っていました

ので 良い機会を与えていただきました」と快諾.し

かし 「正直言って晴れが少ない時の心已があ|′ま

したので すでにOMを 導入している保育国の現状

を知ることが必要だと思いましたJと 佐藤理事長

とともにOM導 入の保育ロヘ見学に出向きます.

その結果 「補助暖房の用意をされていた保

育口もあ
`,ま
したが OMの 蓄熱効果で建||の魯

本的な温度があらかしめ保たれているため 補助

暖房を使ったとしても効率がかなりいいとお聞き

しまして 大丈夫たと安心しましたJと 実際の効

果を確認し納得して OM導 入の保育口建設に

向けスタートします.

OMツ ーラーは設計と一,Hこなって

効果を発揮するシステム

OM初 体験だった丼坂氏には OM独 特の傾

斜屋根や床下の基礎など 戸惑うことが少なくあ

りませんでした.「床下については■造設計者と

身体を力いつぱい動かせる、

気持ちの良い環境を。

「全身を使ってたっぷり遊び 豊かな感性やしな

やかで丈夫な身体を育てる」を保育曰標の1つに

掲げるたんぼこヽ 育口.平成22年3月に新築され

た固舎中央の広い遊戯室では 裸足の国児たち

がビアノのリスムに合わせて元気良く走り回ったり

くるりと上手にラリッシをした。,小 さな身体をいっ

ばいに使って楽しそうにリズム遊びをしています

たんぼぼ保育□があるのは オ城県のほぼ中

央に位置するひたちなか市です.1召和43年 に設

立された社会福祉法人 たんぼぽ福祉会 た

んぼぼ保育口は 昭和63年 に国舎を全面改築し

ましたが その後さらに20年以上経過したことや

一時保青 子育て支援などの要請があったこと

畳

'中

の国児′■ ■闘もい,r準 ■ ,  Dr調 理された管食|

`,る
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」.「住
'い
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"半
ズホレで田舎と口庭を元気黙 行き来する固児たち

相談しながら淮めていきました.勾配屋根は大き

な建物になItばなるほど 勾配を上げるとコストが

掛かりますので 設計に務わる者としては気になっ

たところでした。でも 国からは開放的な空間を求

められてぃましたし 結果として気持ちの良い空間

をつくることができて良かったと思います。OMソ ー

ラーは設計と一体で効果が発揮されるということ

が分かりましたし 本当にとても良い経験になりま

した」と丼坂氏.

また今回の経験を通してこんな発見もあったと

いいます。「曰口合の改築を担当されたのは(故)

佐々和子さんという建築家でした。旧国舎をお訪

ねした時 お湯を薇環させて曖房に利用したり風

や光など自然の力を取り入れた設計をされていて

20年 以上前からそうした先駆的な取り組みをされ

ていたことに衝撃を覚えました。それで佐々さんの

ことを調べましたら 実は佐々さんはOMソ ーラーの

考案者である奥オ寸昭雄先生のお弟子さんで OM

ソーラーも手がけらltてぃたとぃうことが分かった

んです。日口合はOMツ ーラーこそ導入していませ

んでしたが 環境夫生の姿勢を■かれていたんで

すね」と 感慨深げに振り返
',ま
す。

運動機ttを向上させることで自信につな17ると

の方針に従い 口児たちが41び伸

びと身体を動かせるよう設けられた

遊戯室は 見上げるほどの高い天

丼を安心感のある大い円柱が

'える開放的な空間になっています。

床は遊晨室をはじめ各保青室もベ

ラングもすべてI●で OMソ ーラー

導入の効果とともに 素足でも冷た

さを感じさせません。

「口合に入ると本当に気持ちが

いいんです。見学に来て下さった

方々も 床にごろんと寝転がったり

ゆっくりと

'い

ていかれたりして

気持ちがいいと壺めて下さるんで

すよJと 口児だけでなくそこで働

く腱員にとってもまた訪れる人にとっ

ても良い凛境をつくることが出来

たと IBしそうにお

“

しする佐藤理

事長。国長の佐藤洋氏も 「日国

嘔員体想雪

―喘■■菫

たたみコーナー

敏l・I 贅1ロ
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舎でも子どもたちは半袖

半ズボンで走り回っては

いましたが 本当に寒い

時などは身体が冷えやす

い子ともはストープの前に

固まっていましたね。でも

この回舎ではそういう光

■は見られなくなりましたJ

と裸足で元気いっばい走り回る国児たちの様子

に目を細めます。

子どもたちが進んでやりたいと思える自主性を

,て る という教育方針のたんぼぼ保育口では

国児たちはお昼■の布団も 食事の支度も 自

分で考えてとんどん行動に移していきます。―曰2

回行われる雑中掛けの雑中も たとたとしくも自

分で縫ったものだといいます。

「最初はできなくても 自分でやりたいと思う気

玄間にあうダクトで ,OM 園舎と園庭をつなく幅広い

で温めた空気に触れること  テラスも■か使われている
かで

`る

持ちをT中 に書てであげれば それが自信に業がっ

て自立ができるようになるんですよJという佐籐理

●長。自然と手を,え た開放的で気持ちの良い

新口舎を得て心と身体の発達を保障し「生きる力」

を身につけた子どもたちの成長をこれからも見守

り続けていきます.
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